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序 章 幕府政治史研究の軌跡と本研究の視角／本研究の構成
と意図

第一章 戦国期の幕府儀礼と細川京兆家

第一節 猿楽興行と在京大名
将軍御所の猿楽興行／猿楽興行の定例化と挫折／船岡山
合戦後の猿楽興行／義晴期の猿楽興行

第二節 大名邸御成と在京大名
大名邸御成と御成記／政治過程における大名邸御成

第三節 足利将軍家元服儀礼と在京大名
足利将軍家元服儀礼の構造的特質／足利義澄の元服／足
利義晴の元服／足利義輝の元服

第二章 細川京兆家奉行人奉書による幕政の補完と代行

第一節 室町幕府奉行人奉書と細川京兆家奉行人奉書
細川京兆家奉行人奉書による遵行／細川京兆家奉行人奉
書と山城国守護

第二節 細川京兆家奉行人奉書の社会的効力
細川京兆家奉行人奉書発給の契機／細川京兆家奉行人奉
書の機能

第三節 細川京兆家奉行人奉書発給の背景
将軍権力の政務処理／細川京兆家の課題解決力

第四節 細川京兆家の政治機構
細川京兆家奉行人の活動／細川京兆家の訴訟審理・裁許

第三章 義稙後期・義晴前期の幕府政治と細川高国

第一節 義稙後期の幕府政治
明応の政変以前の幕政運営／義稙後期の幕政運営／幕政
運営をめぐる将軍と在京大名の対立

第二節 義晴前期の幕府政治―「御作事方日記」を中心に
将軍御所移転計画の遂行／義晴前期の幕政運営

終 章 在京大名細川京兆家の政治的位置／「在京大名」につ
いて／今後の展望
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